
経営理念

共生・共存・共創により新たな価値を創出する、
そのための挑戦を続ける。マークの理念

GROUP DNA  ～私たちに受け継がれている精神～

～経営理念を凝縮し、当社グループが進む方向性を示すメッセージ～

コーポレートメッセージ

三井不動産グループがつくっているもの。
それは本当は、かたちのないものです。

たとえば、いろいろな考えの人と人が出会って混ざって、
この世界をより良くする創造が生まれる瞬間だったり。
今日という営みのなかで、ふと心が動く瞬間だったり。
共に生きるための場やコミュニティをつくっている。
そこに輪郭が生まれ、建物や街になっていく。

創業以来、進取の気性と人を想うアイデアで道を拓いてきた私たちが
誰よりも熱く持っている妄想、構想、実現の精神をフルに使って、

輝かしい未来に向けて、人も自然も産業もつなぐ「&」の存在でありつづけます。

自然とともに、未来をともに& EARTH

創造とともに、輝きをともに& INNOVATION

人々とともに、感動をともに& PEOPLE

GROUP MISSION  ～私たちが果たしたい使命～

三井不動産グループの起源は1673年、三井高利が江戸・日本橋で創業した「三井越後屋呉服店」（越後屋）
にあります。越後屋は「現金安売り掛け値なし」という革新的な商法で、呉服を庶民にも手の届く商品と
し、飛躍的に発展しました。既製品販売や現金取引、生地の多様化、流行を取り入れたマーケティング
など、「進取の気性」と「顧客志向」により成功を収めました。その後、越後屋は「三井合名会社」となり、
1941年に不動産部門が独立して三井不動産が設立されました。

三井不動産のDNAと　マークの理念

三井不動産グループは、越後屋から受け継いだ「進取の気性」と「顧客志向」をDNAとして、工業・貿易立
国としての機能強化のため臨海部に工場用地を供給した埋立事業、日本初の超高層ビル「霞が関ビル
ディング」の建設、業界の先駆けとして取り組んだ「不動産証券化」など、時代ごとの社会・経済の「パラ
ダイムの転換」をチャンスと捉え、多様な価値観や知識を結集し、新たな価値を創造してきました。「OR」
ではなく「　」で共生を目指す「　マークの理念」に基づき、共生・共存、多様な価値観の連携、持続可能
な社会の実現を目指し、時代を超えて顧客に求められる企業として、さらなる価値創造に取り組んでま
いります。

1673
江戸時代の日本橋/鳥居清長筆
「駿河町越後屋正月風景図」
（三井記念美術館蔵）

2025
現在の日本橋
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